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　生涯3,000近くの曲を作り、昭和・平成・

令和と日本のポップスの王道を歩いた史上

最高の作曲家が2020年10月に亡くなった。

いつも考えていたのはいかに「ヒット曲」

を書くかということ、ただそれだけ。自分

の好みの曲ではなく、一瞬で人の心をつか

む曲を作る。世の中に出た作品を自分の音

楽だとしゃしゃり出ることなく、職業作家

としてスタッフと一緒にヒット曲を書くの

が彼の作曲への姿勢であった。

　「サザエさん」「また逢う日まで」「真夏

の出来事」「よろしく哀愁」「九月の雨」「魅

せられて」は誰もが一度は聴いたことがあ

るはずだが、これらが一人の人間によって

作曲されたとはとても信じられない。多い

ときは月に45曲を作曲したエピソードがあ

る一方、彼の素顔はほとんどメディアに出

ることなく、一人一人の歌手の音質や持ち

味を考えた曲を提供する黒子に徹していた。

彼の名前を使って作曲しているのが何人も

いるのではないかと勘繰られたくらいレパ

ートリーは驚くほど広く変幻自在である。

　彼の曲を初めて聴いたのはヴィレッジ・

シンガーズが歌う「バラ色の雲」であった。

イントロを聴いた瞬間魅了され、いつ聴いて

もその感覚が蘇ってくる。少年の頃は作曲家

の名前を知る由もなく、ただ理屈抜きでメロ

ディラインが感性に響いた。大人になって「気

に入った」「いいなぁ」と聴いていた曲のメ

ロディの少なからずが、実は彼の作品だっ

たと知るとなぜか納得し誇らしい。

　一瞬で人の心をつかむヒット曲を作るた

めに世の中の流行にアンテナを張り、常に

自分の音楽に緊張感を持って向かい合っ

た。その結果常に時代の先を行き、時代が

彼の曲を選ぶこととなる。洋楽の流行をい

ち早く取り入れ、歌謡曲と融合させ日本の

音楽界を進化させた。60年代のグループサ

ウンズに始まり、歌謡曲・アイドルポップ

ス・J-POPなど膨大なヒット曲を世に送り

出し、作品の総売り上げ枚数は日本の作曲

家歴代１位、日本レコード大賞作曲賞も歴

代最多の５回受賞したヒットメーカー。日

本の音楽界がまだ若かった頃、筒美京平は

颯爽と現れ、我々を夢中にさせるヒット曲

を膨大に残した。

　原稿を書いている５月末現在、高齢者向

けワクチン接種が開始されたばかりではあ

るが、北海道は緊急事態宣言中であり、接

種により一日も早い感染の収束がなされる

ことが願われる。

　新型コロナ感染症パンデミック以前、我々

が「日本は他国に比べて進んでいる」と信

じていた多くの分野で、コロナがその実態

を明らかにした。ワクチン製造、デジタル、

教育などさまざまな分野で「先進国ではな

かった」ことを知り愕然とさせられた。

　国内のワクチン生産体制そのものが縮小

していて、加えて国費の投入は少なく、コ

ロナワクチン開発は暗中模索、世界から買

い集めても、ワクチン接種率は世界で100

番程度。医療情報のガバナンスの遅れは以

前から指摘されていたが、ワクチン接種の

予約やデーター管理全てで不備が明らかに

なり目を覆うばかりである。行政のデジタ

ル化は中途半端でマイナンバーは役に立た

ず、遠隔授業の分野でも世界に後れをとっ

ていたことが明らかとなった。

　何故かくも「後進国」になり、放置され

たのかは、各分野の答えがあるであろうが、

一番の責任は、政治・行政の劣化にあるこ

とは明白である。漫然とぬるま湯につかっ

て過ごしてきたツケが回ってきている感じ

である。

　コロナ収束後に、先ずは「目指すべき良

い社会とは？」から考える必要があろう。

私見としては、「中間層に属する人数を増や

し、真摯な思いで行動している各地域の有

徳の方が政治リーダーになるような社会を

作る」ことを望む。そのためには税制改正

により企業や富裕層に対する増税と教育に

対する支援、特に高等教育機関や研究機関

を充実させるための大幅な財政支援をする

こと。また、選挙制度改正と地方への権限

委譲を進めていくことが大事と考える。
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